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■（１）訂正：ページ 134 

式の一部が抜けていました。下記の様に補足します。 

 

3.2.5  媒介歯車運動する工具曲面による歯車 I 歯面の創成関係 2） 

歯車 I、II を媒介歯車 III で間接創成する場合を考える。媒介歯車歯 III の速度 、角速度 はそれぞ

れ 

  1  、  、  (2.45) 

  、 ∙ N  (2.46) 

∙ / ∙     (2.47) 

とする。すべり線の曲率ベクトルはそれぞれ 

 / /   (2.48) 

 / /   (2.49) 

 / /         (2.50) 

また、歯面 G１と G2の間のすべり線のすべり率は 

 1⁄ 1 ∙ / ∙⁄ 、 

1 1 ∙ / ∙⁄⁄   (2.51) 

さらに、“接触線に垂直な方向の歯面の相対曲率 ”は次式となる。 

 ∙ ∙ ∙ ∙ ∙⁄   

       (2.52) 

 

■（２）訂正：ページ 163 

式の添え字が間違っていました。分母の を に訂正する。 

 

（A）数値微分 

差分商列を用いた数値微分として、3 個の分点を用いる次の微分がある。関数 の 、 、 点にお

ける関数に対して、点 における微分は 

 

となる。 

 

■（３）訂正：ページ 270 

 式（10） 

 sin （誤） を cos （正）に訂正します。 

 

 cos ∙ OQ /         (10) 

 

以上                                   （2023 年 7 月改定） 


